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廃PVパネルを効率良く回収・リサイクルするには、点検・保守事業者

産業廃棄物収集運搬業者、リサイクル事業者等と全体マネージメント

機関が連携したスキームを作ることが必要

迫り来るPVパネル大量廃棄時代に備え、PV発電施設導入容量では全国トップクラス（4位（注3））

の福岡県が先陣を切って下記に取組み、全国のモデルケースとなる

① 効率良い廃PVパネルスマート回収スキームの構築と実証試験による回収スキームの検証

② 発電事業者に義務付けされた点検・保守の周知啓発、及びその他PVパネルの３R推進

効率的回収スキーム
が未確立

運搬費が割り高に
埋立て処分（資源未循環）

不法投棄の懸念

有害物質情報が
不明瞭

埋立処理する場合
管理型に限定

埋立処理費の高騰
不法投棄の懸念

（低圧事業者の）
事業実態が不明

点検・保守の実態
不明

リサイクル推進の障壁
放置による火災の恐れ

【会 長】 福岡県リサイクル総合研究事業化センター長

福岡県太陽光発電（PV)保守･リサイクル推進協議会
（平成30年7月18日設立）

課 題

設立目的

① 再生可能エネルギー特別措置法（FIT法）の施行により、太陽光発電の大量導入が大幅に進展

② それに伴い約20年の寿命によるＰＶパネルの大量廃棄時代の到来が迫り、2020年でも九州全体

で廃棄量は約20ＭＷ（注１）、運転中に発生する廃棄量でも約2MW（注2）に上ると推定される

③ 総務省は廃PVパネルの回収・適正処理・リサイクルシステムの構築について法的整備も含め検

討するように勧告(2017.9)

設立背景

注１） 環境省「太陽光発電設備のリサイクル等の推進に向けたガイドライン」の統計データから弊センターで推計

注２） 経済産業省／新分野進出支援事業（2015年度）／「新エネルギー関連リサイクル産業進出支援事業」成果報告書

注３） 資源エネルギー庁 固定価格買取制度施設導入状況の公表（平成29年3月末時点））

【協議会】 点検・保守事業者、産業廃棄物収集運搬業者、リサイクル事業者、関連団体等で構成

【事務局】 福岡県リサイクル総合研究事業化センター

体 制
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福岡県リサイクル総合研究事業化センター

〒808-0135
北九州市若松区ひびきの2番1号 産学連携センタービル4階
TEL.093-695-3068 FAX.093-695-3066
http://www.recycle-ken.or.jp/
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廃棄PVパネル スマート回収スキーム

保守 ・ 修理 （少量廃棄）
（予測 可能）

改修に伴う
交換パネル

災害 ・ 廃業 （大量廃棄）
（予測 不可）

PVリサイクルクラウド
（スマート回収支援ソフト）

各メンテ業者の
保管量確認

スマート回収

保守
作業

改修に伴う
交換パネル

メンテナンス業者

発電事業者（低圧／高圧／特高）

直接交渉＆運搬

リサイク業者紹介

ＰＶリサイクルネットワーク

周知活動

対象拡大

① メンテ業者は太陽光発電システムを保守・修理し、交換した廃棄パネルを持帰り一時保管

② 各メンテ業者が一時保管した廃棄パネル量をクラウド上で情報共有し、設定値を超えると契約

運搬業者がルート回収（スマート回収）し、ＰＶリサイクル業者に運搬

③ 災害・廃業で大量廃棄されるケースは、PVリサイクルネットワーク内の発電事業者、運搬業者、

リサイクル業者間の直接交渉で、リユースを含めリサイクル処理

スマート回収概要

福岡県太陽光発電（PV)保守･リサイクル推進協議会
（平成30年7月18日設立）

ＰＶリサイクル業者

ＰＶリユース業者

ＰＶリサイクル業者契約運搬業者

連
携


